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トウモロコ シは， 近年のカ ンボジア経済におい

て， 米，ゴムと並んで最も重要な輸出農産物とな

っている。すでにこの国では， 第 2次世界大戦前

に非常に大量のトウモロコシが生産され輸出され

ていたことがよく知られており， これに比べれば

現在の生産高は当時の半分の水準にすぎない。

独立後のカ ンボジア政府は， 自立経済達成のた

めの農業開発政策推進の一環として， この過去に

実績のあるトウモロコシの増産に種々の努力を払

ってきたのはもちろんであるが， とくに1963年11

月，アメリカの軍事・経済援助の 全面的拒否と前

後して断行した貿易，銀行， 保険の国有化措置に

よる「経済改革」以来， 自立更生経済実現のため

の主要外貨獲得源として， とくに米， ゴム，それ

にこのトウモロコシなど農産物の増産を最優先さ

せる経済政策をとってきた。 こうして一方で生産

面での増強策を推進しながら， これと並行的に他

方では貿易国営化に次ぐ措置として， 従来から農

産物の集荷においても種々の難点のあった国内流

通機構の整備・改革が推進されている。

そこで以下には， こうした輸出農産物としての

カンボジアのトウモロコシの生産と集荷 ・流通に

ついて，その歴史的背景， 現状の概観，およびそ

こでの若干の問題点について， 筆者なりに整理紹

介し， これに対する見解を述べることにしたい。

I トウモロコシ生産の歴史的背景

1. 第2次世界大戦前の時期

カンボジアを含む旧フランス領インドシナ（現

在の南北ベトナム，カンボジア，ラオス）のトウモロ

コシは， 1900年ごろまでは現地消費のためにだけ

栽培されていたが， 1904年ごろフランスが貿易商

品として， このトウモロコシに興味を示すように

なってから急激に増産されはじめ， 1905年に 1万

6000トンにすぎなかった トウモロコ シ輸出高が，

1910年には 8万4000トンと なり， さらに1929年に

は14万トンを算するにいたった。 さらに第2次世

界大戦開始直前の 1937年に至ると，フランス領イ

ンドシナの トウモロコシは作付け面積40万8000ヘ

クタール，生産高62万3000トン，輸出量57万5000

トン（価額4億6650万フラ ン）という実績を示すにい

たった。

こうしたフランス領インドシナのトウモロコシ

生産において， 最も重要な地位を占めたのは，ほ

かならぬカンボジア産トウモロコシであった。 カ

ンボジアの トウモロコシ生産は 1930年代にはいっ

て，インドシナの他の諸国よりも特に急激に進展

を示し，前掲1937年の場合には作付け面積におい

て20万ヘクタールと， 全フランス領インドシナの

49%を占め，生産高においては 40万トンと実に

64%を占めるにいたったのである。これはカンボ

ジアに次いで多いトンキンのトウモロコ シ生産が
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第 1表 第 2次枇界大戦前のフラ ンス領イ ンドシナ各邦における トウモロコシ生産

（単位： 1000ヘクタールおよび1000トン）

トンキン アンナン コーチシナ カンボジア ラオス 全インドシナ

闘付臥生産高盆付贔I生産高鷹付尉生産高鷹付贔1生産高闊付贔I生産高畠付贔I生産高
1928/29~32/33平均
1933/34 
1934/35 
1935/36 
1936/37 
1937/38 
1938/39 
1939/40 

（出所） 逸見重雄，『仏印の統済資源』。原賓料は InternationalY earbool?. of Agricultural Statistics 1938-39, 

pp. 282~383。カンボジアの 1938/39, 1939/40年度の生産高は AnnuaireStatistique Retrospectif du Cam-

bodge 1937-57による。

66 102 48 50 12 11 37 49 49 39 212 252 
58 98 55 58 18 16 100 170 51 40 282 382 
80 75 75 80 18 18 120 300 40 40 333 513 
80 97 71 64 17 20 125 290 11 10 304 481 
83 81 80 90 23 20 130 260 10 ， 326 460 
86 101 80 85 33 27 200 400 ， 10 408 623 

360 
340 

第2表戦前のカ ンボジアの トウモ U コシ輸出の全イ

ンドシナのトウモリコシ輸出に占める地位

（琳位： 1000トン）
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 （出所） 欄鉄，『南洋叢書第2巻，仏領印度支那篇』

（原資料は， Tableaudu Commerce Exterieur 
de l'Jndochine, 1938), Yves Henry, Economie 
Agricole de l'Indochine,および Royaumedu 
Cambodge, Annuaire Statistique Retrospectif 
du Cmnbodge 1937-57より｛乍h父。

第3表 インドシナ産トウモロコシの全輸出に

占める対フランス輸出の比重

（単位： 1000トン）

年次
トウモロコシ 対フランス輸出量

、 全輸出量 (A)本国向け1屈領向けi合計（B)図％）
1936 I 475.7 I 466.1 I 2.8 I 468.9 I 98.4 
1937 I 574.9 I 552.0 I 8.0 I 560.0 I 97.4 
1938 I 556.6 I 517.6 I 12.5 I 530.1 I 95.2 

（出所） 満鉄， 1＼ij掲書：。

第4表 トウモロコシ輸出の全イ ンドシナ輸出

における比重

（単位： 100万フラン）

年次
インドシナ

トウモロコシ輸出

輸出総価額 金 額 I比率（％）

1 9 2 8 2,937 90 3.1 
1 9 2 9 2,612 98.5 3.8 
1 9 3 0 1,840 61 1 3.3 
1 9 3 1 1,128 41.4 3.7 
1 9 3 2 1,019 74 7.2 

1 9 3 3 1,014.5 153 16.7 
1 9 3 4 1,060.6 192.6 18.6 
1 9 3 5 1,298 3 145 11.4 
1 9 3 6 1,681.9 294 17.5 
1 9 3 7 2,589.2 466.5 18 

（出所） Bulletin Economique de l'Indochine 

1939, Fascicule I. 

同年の場合作付け面積8万6000ヘクタール， 生産

量が10万1000トンであったのに比べて， 圧倒的優

位を占めていた。第 1表はカンボジアを中心に，

フランス領インドシナ各邦における第 2次世界大

戦前のトウモロコシ生産の推移を示したものであ

る。

当時のインドシナ産トウモロコシは北部産のも

のがハイフォン港から， 南部産のものがサイゴン

港から輸出されたが， 量としては後者が断然多か

った。カンボジア産トウモロコシは，コーチシナ，

南部アンナン， ラオスなどの各邦産品とともにサ

33 



イゴンに集荷され， そこから輸出されていたので

ある。第 2表は戦前のカ ンボジアを含めた全イン

ドシナのトウモロコシの輸出高の推移を示したも

のであるが， そのうちカンボジア産のものは，だ

いたい65%(1936~39年平均）を占めていた。輸出

先としては当時の宗主国たるフランスが主で輸出

高の 97％とほとんど全量を占めており（第3表），

同国で家畜の飼料に使用された。 1938~39年当時

のフランスの赤 トウモロコ シ需要は 126万 2000ト

ンに達していたのに対し，国内生産高は年間53万

1200トンにすぎず， 残りの約70万トンは輸入にま

つほかはなかった。そこで特に注目されたのがイ

ンドシナなかんずく， カンボジア産トウモロコシ

で， フランスは自国植民地という当時のイ ンドシ

ナに対する政治関係や， それに伴って両国間に設

定されていた特恵関税制度を利用して， インドシ

ナ産トウモロコシを多量にかつ排他的に輸入した

のである。第 2次大戦直前のインドシナは，かく

してオランダ領のインドネシアをはるかに抜き去

り， アジアで第 1位のトウモロコシ輸出地帯とな

った。 こうした刺激を受けて，カンボジアのトウ

モロコシも輸出農産物として前述のような急速な

発展を遂げえたのであ った。当時の全インドシナ

輸出価額中に占めるトウモロコ シの比重をみるに

1930年代にはいって重要な地位を占め， 米に次い

で第 2位となり， 1937年には全輸出価額の18％を

占めていた（第4表）。したがって，同年その 67%

を占めていたカンボジアのトウモロコ シ輸出は，

その価額において全インドシナ輸出総額の 12％を

占めていたといえよう。

なおカンボジアのトウモロコ シには白色種（白

トウモロコシ， Mai:sblanc)と黄色種（赤トウモロコ

シ， Maisroux)の2種類があるが，輸出されてい

るのはこの当時も現在ももっばら赤トウモロコシ
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であり， 白トウモロコ シは住民の生食用に使用さ

れている。前掲第 1表のカンボジアのトウモロコ

シ生産額は， この赤トウモロコシのほかに白トウ

モロコシが含まれているのかどうか明らかでない

が， いずれにしてもその大部分が輸出用の赤トウ

モロコシであったことはまちがいない。その赤ト

ウモロコシについて， 1935/36年度から 1938/39年

度に至る4年間のヘクタール当たり平均収量は1.4

トンであった（注 l)。

2. 第2次世界大戦期

第2次世界大戦にはいってからのカンボジアの
I 

トウモロコ シは， 大戦前に比べて急激な減退をみ

たことはまちがいないところである。第5表によ

れば，この期間，作付け面積， 生産量，輸出量す

べて大戦前に比べて著しく減退したことを示して

おり，ついに終戦を迎える1945/46年には作付け面

積1000ヘクタール，生産高 1500トンに落ち込んで

しまった。ヘクタール当たり収量も平均0.9トン

と， 前時期に比して著しく減退したことを示して

いる。こうした事態を生んだ原因としては， 大戦

中のイ ンドシナにおける政情不安やフランス本国

からの孤立化からくる栽培上の諸困難が指摘され

よう。当時フランス本国への海上輸送の困難など

のために， カンボジア産トウモロコ シはその最も

重要なフランス本国市場を喪失せざるをえなかっ

た。当時ヨーロッパのトウモロコシ市場に供給さ

第5表 第2次世界大戦中のカンボジア赤トウ

モロコシの生産と輸出

作付け面積
年次 （ご ） ”二畠：；輸出高

収量（トン）年次 1 (1竺）
1940/ 41 I 267, ooo I 190, 0001 o. 7 I 1940 I 300 
1941/42 I 179,ooo I 160,0001 0.9 I 1941 I 150 
1942/ 43 I 150, ooo I 120, 0001 o. s I 1942 I 95 
1943/44 I 110,000 I so,0001 o. 7 I 1943 I 25 
1944/ 45 I I 42, 0001 I 1944 
1945/46 I 1,000 I l,500i 1.5 11945 

（出所） Royaume du Cambodge, op. cit.，より作成。



れたのはアメリカ産の交雑種 (hybrid) トウモロコ

シであった。

3. 第2次世界大戦直後期

1945年夏，第 2次大戦は連合国側の勝利をも っ

て終了したが，インドシナにおいてはそれに引き

続いて翌年から， いわゆるインドシナ戦争が起こ

り， この地域での平和回復は1954年 7月の「イン

ドシナに関するジュネーブ協定」の成立を待たね

ばならなかった。 この間カンボジアにおいても，

ベトナム， ラオス両国に比しては僅少であったと

はいうものの， 戦争の被害を被ったことに変わ り

はない。しかし一方で， この国は1949年以来，数

次にわたって政治的独立が強化され，ついに 1953

年10月に完全独立を成就するにいたったが， 実質

的にその成果を享受できたのはやはり前述のジュ

ネーブ協定成立以後のことであったといわねばな

らない。

さてこうした第 2次大戦後の混乱期に， カンボ

ジアの トウモロコ シ生産はいかに推進されてきた

のであろうか。第 6表は，この時期におけるカン

ボジアのトウモロコシ生産状況を示したものであ

る。これによると， この時期のカンボジアのトウ

モロコシ生産は， インドシナ戦争の影響や年ごと

の自然条件の良否などによって， 年によって相当

の変動は示しながらも， 大勢としては漸次回復し

ており，最低水準を示した終戦年1945/46年の1500

トンから， 1953/54年度にはついに10万トンの水準

にまで回復するにいたった。 これが戦前の水準に

遠く及ばないことは改めていうまでもない。一方

当時期における輸出は 1947年の 1万2000トンから

1952年には 6万9000トンにまで回復しているが，

これまた戦前水準に比べればまだ5分の 1程度に

すぎない。またヘクタール当たり収量も平均1.3ト

ンとなっており（注2)，第 2次大戦中の 0.9トンに

第6表戦後期のカンボジアにおける赤 トウモロコシの

生産と輸出

輸出
作付け 又―クター
面積生産高ル当たり

年次（ご）｛り（トン）尺巴ン） 年次げ嘉息愚）

1945//446 7 1,000 1,500 1.5 1945 
1946 5,500 5,500 1.0 1946 
1947/48 20,000 1947 12 
1948//459 0 65,000 90,000 1.4 1948 63 
1949 53,000 1949 45 

1950/51 62,000 1950 32 
1951/52 75,000 1951 66 
1952/53 77,000 1952 69 
1953/54 77,000 1953 52 

（出所） 輸出と 1948/49年度までの生産とは第5表

に同じ。 1949/50年度以降の生産は，改訂版カンボ

ジア農業省資料（拙稿「カ ンボジアにおける農業

基本統計の改訂について」，『アジア経済』，1965年

1月号， 参照）による。

比べればかなり回復したものの， 戦前の 1.4トン

水準にはまだもどっていない。

この時期においては， 第 2次大戦中と同様， ト

ウモロコシ生産にと って重要な品種の選択事業が

頓挫しており， したがって農家の自家留保種子に

よる生産によって多くの雑種を生んだのが実情で

あった。本格的な育種事業は次の時期を待たねば

ならなかったのである。

4. 独立後の時期

そこで最後に， 独立以後のカンボジアのトウモ

ロコシ生産はどのように推進されてきたのであろ

うか。 1955年以後のカンボジアでは，戦乱のあっ

た前時期に比べて政治的にも著しく安定をみ， シ

アヌーク前国王が組織したサンクム (Sungkum,

人民社会主義共同体）の下に全国民が結集して， 独

立回復後の国づくりに最大の努力を傾注するにい

たった。この間， 経済開発政策として中共援助を

軸とした工業化政策と並んで農業開発政策が特に

重視されたが， 全人口の80％までが農民であり，

農業が国内国民総生産の41％を占める (1959年）

といった， まったくの農業国家であるこの国の経
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済開発策としては，当然の措置であったといえる。

問題のトウモロコシ生産についても， こうした

農業開発政策の一環として， 育種事業を初めとし

て種々の増産策が叫ばれてきた。そして第 7表に

示されるように， その成果にはみるべきものがあ

ったといえる。すなわち，まず作付け面積につい

てみるに， 1954/55年度の 6万2000ヘクタールから

第7表 カンボジアの独立後の赤トウモロコシ

の生産と輸出

作付け面 へ
生産高

クター
積 Jレ当たり

輸出

年次（ヘクタ） （ト ン）収量 ― 
ール （ト ン）

年次 1輸出高
(1000トン）

79,000 I 
-- -

1954/i 55 
62,000 1.3 1954 97 

1955 56 63,000 84,000 1.3 1955 66 
1956 57 73,000 97,000 1.3 1956 88 
1957 58 79,000 107,000 1.4 1957 99 
1958 59 87,000 98,000 1 1 1958 117 

111111999996966566902413// / / / / 60 

96,000 127,000 1.3 1959 107 
61 103,000 143,000 1.4 1960 164 
62 106,000 125,000 1.2 1961 104 
63 104,000 150,000 1.4 1962 134 
64 105,000 170,000 1.6 1963 115 
65 117,100 110,000 0.9 1964 149 

（出所） Banque Nationale du Cambodge, Rapj>ort 

Annuel, Exercise 1964より作成。

1963/64および1964/65年度分はカンボジア農業省

での筆者調べ。

第8表 トウモロコシ輸出の全輸出価額に占める比重

（単位： 100万リエル）

カンボジア トウモロコシ
年次 総輸出価額輸出価額墜(%)

(A) （B) （A) 

1 9 5 5 1,402 151 17.0 
1 9 5 6 1,282 191 14.9 
1 9 5 7 1,798 177 9.8 
1 9 5 8 1,853 224 12.7 
1 9 5 9 2,104 193 9.2 

1 9 6 0 2,441 290 11.9 
1 9 6 l • 2,220 192 8.6 
1 9 6 2 1,903 276 14.5 
1 9 6 3 3,116 241 7.4 
1 9 6 4 3,063 284 9.3 
1 9 6 5 3,690 178 4.8 

（出所） 1964年まで BanqueNationale du Cambo-

dge, op. cit.、1965年は BanqueNationale du 

Cambodge, Bulletin Mensuel, mars 1966より作

成。
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順次増加して 1964/65年度にはついに 11万7100ヘ

クタールにまで達したが， これは約85％の増加で

ある。一方，生産高は 1954/55年度に 7万 9000ト

ンであったのが， 1963/64年度までに 17万トンと

2.2倍近くに増加を示した。ヘクタール当たり収

量は 1954/55年度の1.3トンから 1963/64年度には

これまでの最高の 1.6トンに達している。 この期

間のトウモロコシの輸出は， 1954年の9.7万トン，

1955年の 6.6万トンから逐年増加して， 1960年に

は16.4万トンに達したが，翌1961年 10.4万トンに

激減し，以後回復して1964年には14.9万トンを示

した。 1955~64年の平均年間輸出量は11.4万トン

であった。なお 1965年には前年に比べて激減し，

輸出量 8.2万トンに終わっている。 こうしたトウ

モロコシ輸出のカンボジアの年間総輸出に占める

比重についてみるに， 例年その価額は米，ゴムに

次いで第3位を占めており， 第8表に示されるご

とく，総輸出価額の 5％から17%，平均して10.9%

に及んでいる。 トウモロコシはかくしてカンボジ

アの外貨獲得商品の最も重要なものの一つとなっ

ているのである。

一方，こうした赤トウモロコシに対して， 住民

の生食用に供される白トウモロコシの生産ももち

ろん継続されており， その生産額は赤トウモロコ

シに比べてきわめて僅少だとはいうものの， 1954/

55年度の 2万1000トンから 1963/64年度には 3万

4000トンに増大している（第9表参照）。

しかし， 以上のような独立後のカンボジア政府

による種々の努力にもかかわらず， これまでに到

達したトウモロコシ生産の成果 (1963/64年度赤白合

わせて20万ト ン）は，前述した第 2次大戦前の時代

に比べてはるかに及ばず， ようやくその半分の水

準にまで回復したにすぎない。

こうした現状を生んだことについては， 次のよ
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第 9表 カンボジアの白トウモロコシ生産高

（単位： 1000トン）

年 次 1 生産高 II 年 次 1 生産高

1111999945559021////55550 2 1 3 

16.2 195鳳7/58 25.7 
17.0 19 59 28.l 
19.3 19 60 29.5 
19.9 19 61 31.3 

1111999955455563////5556 54 5 7 

19.0 1961/／ 62 26 8 
21.0 1962 63 33. 2 
20.4 1963 64 33 9 
24.3 1964 65 29.0 

（出所） 1963/64年度まで前掲拙稿（『アジア経済』，
1965年1月号）， 1964/65年度はカンボジァ農業省

での筆者調べ。

うな理由が考えられる。

まず第 1に， 独立後のカンボジア政府は農業多

角化政策を推進してきたが， その結果トウモロコ

シの有力な競合作物（落花生，廿藷，緑豆，綿花，タ

バコなど）が多数出現し，それが増産されるにいた

ったことである。 このために， トウモロコシの作

付け面積の伸びがどうしても抑制される傾向をも

ったことは否定できない。戦前にはこうした競合

作物はま ったく存在せず， トウモロコ シ栽培が本

来多くの労力を要せず簡単に栽培できることもあ

って， メコン沿いの肥沃な畑作地帯の大部分がト

ウモロコシ栽培に当てられていたのである。 ここ

に戦前のトウモロコシ生産と戦後のそれとの最も

大きな条件の差が存在するのであり， ただ生産高

の数量的低さだけをとってこれを低く評価するの

は， 必ずしも妥当ではなかろう。この国の農業開

発という広いわく内におけるトウモロコ シ生産の

地位を十分考慮した上で， 現状に対する評価を下

す必要があると思われる。 この場合， もちろん，

トウモロコシ生産における栽培法そのものに， ぉ

おいに改善すべき余地があることはいうまでもな

Vヽ

近゚年におけるカンボジアのトウモロコシ生産が

伸び悩んでいる第2の大きな原因としては， 戦前

から最大の輸出先であったフランス本国が戦後ト

ウモロコシの生産国として伸び， 近年では逆に輸

出国に転換したため， 同国を最大市場としていた

カンボジアのトウモロコシ輸出が大打撃を被るに

いたった点があげられる。 カンボジア政府はこの

ため，フランスに代わる新市場を日本， 香港，シ

ンガポー）レ，中共， 北ベトナムなどアジア諸国に

求め， 安定した市場の確保と販路拡張に努力して

いるが， なかなか思うようには成功していない現

状にある。その原因の一つは，カンボジア産トウ

モロコシの輸出価格が国際価格， 特に隣国タイ国

産品に比べて割高である点があげられている。栽

培技術の改良と並んで， 当面集荷・流通機構の整

備によっても， こうした不利は多分に改善しうる

ものと思われるが， 現状ではまだその整備・改革

が十分にはなされていないといわざるをえない。

カンボジアの トウモロコシ生産はこのように，

生産の面でもまた集荷・流通の面でも種々の問題

をかかえているといえよう。

（注 1) Sun Chhum, Le mai"s au Cambodge, 

Ministt're de !'Agriculture, Phnom•Penh, 1964, p. 1. 

この報告によれば， カンボジアにおける1935~39年度

の赤トウモロコシの平均作 付け 面栢は25万ヘ クタ ー

ル，生産高は35万トンとされていて，特に作付け面軟

の点で前掲第 1表とかなりの相過がみられる。

（注 2) 1964年に 1949/50年度以降の農業生産統計

に関する改訂がなされたが，それまでのカンボジア農

業省発表の旧統計では， 1949/50年度のトウモロコシ

生産について作付け面積2万8000ヘクタール，生産高

4万7000トン， 1950/51年度は 2万4000ヘクタール，

3万5000トン， 1951/52年度は 9万トソ， 1952/53年度

は10万トソ， 1953/54年度が12万ヘクタール，11万ト ン

と発表されていた。新統計ではこの期間に関して生産

批のみが発表され，作付け面積についての発表がない

ので，ヘクタール当たり収星に関する資料が得られな

し‘
゜
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II トウモロコ シ生産の現状と問題点

カンボジアのトウモロコ シの主要生産地帯は戦

前から現在まで一貫 して， カンダル (KandaI)，プ

レイベン (PreyVeng)， コンボンチャム (Kompong

Cham)，クラチェ (Kratiも）のメコン河本流沿いの

4、)小1である（第 1図参照）。第10, 11表は1963/64年

度および 1964/65年度のカンボジアの トウモロコ

シ作付け面積と生産高を示したものであるが， こ

れらによ っても全国作付け面積および生産高にお

いて，その90％以上が前記メコン河沿い 4)+1によ

って占められていることがわかる。 とくに輸出用

の赤トウモロコ シは全量がこれら 4)小1で生産され

ている。 このようなトウモロコシ作付け面積に占

めるメコ ン沿い 4、州の圧倒的比率は毎年ほぼ同様

である。

ところで， このようにメコン沿い 41+1に トウモ

ロコ シ作付け面積が集中している原因としては，

この沿岸地域の土地が毎年雨期の定期的洪水 ・氾

濫によ って，メコ ンの肥沃な泥土が 10センチから

20センチ近くも堆積するために非常に肥沃化され

ていて， トウ モロコシ栽培においても施肥の必要

第1図 カンボジアの トウモロコ シ主産地帯
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なしに高い収量を維持することができる点があげ

られる。 さらにこの流水客土が病虫害および雑草

の駆除にもおおいに役だっていることも見のがせ

ない。 もっとも，こうしたメコン河沿岸の氾濫地

帯の中でも各地域によ って泥土堆積状況は一様で

なく， したがって生産力も地域別に多様性をもっ

ていることは留意しておく必要があろう。

つぎに作付け されている トウモロコ シの品種に

ついてみると， そのほとんど全部が在来の硬粒種

(A int)である。これには白色種と黄色種の 2種類が

第10表 ］963/64年度カンボジアのトウモロコシの外'|別，

種類別，季節別，作付け面積と生産高

（朋位：ヘクタールおよびト ン）

I 
黄色種白色種

閏嘔I生産高闘嘔I生産高
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期
期
期
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期
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901 140 

1001 160 

24, 5001 39, 5001 l, 4001 2, 160 
10,0001 16,0001 3,0001 4,620 
18, 0001 29, 0001 2, 8001 4,310 
7, 0001 11, 5001 1, 2001 1,850 

5601 860 
201 30 

601 90 
701 110 
1001 160 

5,0001 8,0001 2,0001 3,080 
3, 5001 6, 0001 8001 1, 230 
23, 5001 38, 0001 7, 1601 ll, 030 
13,5001 22,0001 2,0001 3,080 

4501 690 

20 

50 

20 

30 

80 

30 

1001 160 

二

「l
ム 弓1- ｛雨期 71,000114,500114,91022,980

ll 乾期 34, 0001 55, 5001 7, 090110, 920 

総計 I 105,000l国，000:22,OOO|33,900

（出所） カンボジア農業省資料。
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第11表 1964/65年度カ ンボジアのトウモロコシの少li別，

種類別，季節別，作付け面積と生産高

Battambang { 雨期

（単位：ヘクタールおよびトン）

黄色種白色種

叫生産高 1作付け1生産高
而積 I 1面積

-1 720i 1, 080 
乾期 ― - -

Kampot ｛雨期 ― - 680 1,020 
乾期 ― - 101 15 

Kandal ｛雨期 32,000 30,0001,790 2,670 
乾期 11,0001 16,0001 1, 360I 2,040 

Kompong Cham{ 雨期 19, 0001 18, 0001 2, 0001 3,000 
乾期 10, 1001 9,5001 130110,090 

kompong ｛雨期 ― - 7601,140 
Chhnang 乾期 ― - 40I . 60 

Kompong Speu｛雨期 ― - 80 120 
乾期 ― - - -

Kompong Thom｛雨期 ーー 200 300 
乾期 ― - - -

Kratiも ｛雨期 6,500 6,000 1,820 2,800 
乾期 5, 0001 s, 0001 2101 -400 

Prey Veng ｛雨期 20,500 19,000 6,550 9,800 
乾期 7,000 6,500 1,250 1,870 

Pursat ｛雨期 ― - 7701,150 
乾期

Siemreap ｛雨期 ― - 70 100 
乾期 ― - -

Stung Treng ｛雨期 ― - 30 40 
乾期 ― - - -

Svay Rieng ｛雨期 ― - 70 100 
乾期 ― - - -

Takeo ｛雨期 ーー 130 190 
乾期 ― - - -

Koh Kong ｛雨期 ― - 101 15 
乾期

合 叶 ｛雨期 78,000 73,00015,74023,525 
＂ 乾期 39,1001 31,0001 3,660I 5,475 

総計 I ll:-00|-l]。；詞J19,400:29,00り
（出所） カンボジア農業省資料。

あるが， 先の第10, 11表でも明らかなように，後

者が圧倒的に多く， 例年全生産量の約80％を占め

ている。 白色種が住民の生食用に供せられるのに

対して， 黄色種は飼料用に国内消費されるのはま

ったくの微量で， 生産高のほとんど全量が輸出用

に当てられていることはすでに触れた。 カンボジ

ア農業省がこうした在来種から育成した黄色種の

Camsyn 60やCAS63などは，在来種に比べて多

収で粒質が斉一粒色あざやかであり， かな・り優秀

なもののようである。同省ではこの CAS63の採

種を行ない，僅少ながら（年間約20トン）王国合作社

(OROC)を通じて一般農家に販売している。

さて， トウモロコシ栽培には雨期作と乾期作が

あるが， これまた先の第10, 11表から明らかなよ

うに， 雨期作が圧倒的に多く，年間全生産量の約

80％までが雨期作によるものとなっている。 カン

ボジアはモンスーン地帯に属しており， 1年のう

ちで北東風の吹く時期と南西風の吹く時期とが規

則正しく交代し，ここに乾期(11~4月）と雨期(5~ 

10月）がはっきりと区別されており，この国の農業

はこれに強く規制されるところとなっている。 と

くに降雨量の多少とその分布は洪水もしくは旱ば

っという両側面において， この国の農作物の生育

と密接な関係をも っているのである。したがって，

治水ないし利水の方策の良否いかんがこの国の農

業生産を安定させ， あるいは増大させるための最

大の鍵とされるわけである。前掲第 7表によ って

もわかるとおり， 1964/65年度作が前年に比べて，

30％と非常な減産とな ったが，これは 1964年雨期

の降雨の分布状況がトウモロコ シ栽培に好適でな

かったことによるのである。

さて， カンボジアのトウモロコシ栽培の実際に

ついてみるに， 雨期作の場合， 4月から 5月にか

けて， すなわち雨期の初め土壌がある程度湿った

ころに圃場の耕起 ・砕土を摯で行なった後， 播種

するのが普通であるが， その適期幅は 1カ月くら

いある。播種があまり遅れると収穫時期前に氾濫

が到来して被害を被るおそれがある。 カンボジア

のトウモロコ シ栽培品種については， 特にこの洪

水氾濫期との関連において， その生育期間が問題

とされるわけであり， メコン沿岸地域においては

一般に 90日を越えるものは不適当だとされてい

る。しかし，いかに 90日以内で成熟する品種を栽

培していても， 雨期の降雨状況は毎年一様でない
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ために， 年によっては降雨が雨期の早い時期に集

中してメコンの大氾濫が起き， そのために生育中

のトウモロコシが大被害を被ることも少な くな

Vヽ

ト゚ウモロコシの播種方法としては， 播種機によ

って点播するものもあるが， 棒を用いて播種穴を

作り点播する場合が最も多いようである。いずれ

にしても条播より点播が多く， 1株5~6粒に仕

立てられている。栽培密度は畦幅80センチくらい，

株間60センチくらいが一般的である。甘藷や緑豆

との混播が割合多い。

播種後の間引きはあまり行なわれていないよう

であるが，生育の悪い株については全部刈り取り，

牛の青刈り飼料として利用している。

施肥は一般には行なわれていない。 メコン河沿

いの洪水氾濫によって肥沃土が多量に沈澱 ．堆積

する所では施肥の必要がないが， それはきわめて

条件のよい場所に限られるのであって， メコン河

沿岸の全域が施肥の必要なしというのではけっし

てない。 メコン河沿岸以外の地域においては，も

ちろん施肥の必要性が認められる。 しかし一般農

家には堆肥製造の習慣もなく， また非常に高価な

輸入肥料を購入するだけの家計の余裕がないなど

の事情もあって， 一般農家ではトウモロコ シ栽培

においても米その他の農産物栽培においても，肥

料はほとんど利用されていないのが実情である。

トウモロコシの病害としては，「煤紋病」や「錆

病」などが見られるが， とくにこれに対する措置

は講じられていない。害虫はあまり多くないよう

である。

収穫は播種後約90日を経た時期，すなわち 7月

から 8月にかけてまだメコンの氾濫の来ないとき

に行なわれる。手または鎌で摘みとられ収穫され

た穂は， 一般には農家の家屋内に積み込んで家屋
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や庭先に広げて乾燥させる。特別の収納舎をもっ

ている農家は一部の大面積栽培農家に限られる。

脱粒には， 最近移動式動力脱粒機が利用されてお

り，これを持たない農家は金を出して (1トン＝50

リエル）委託している。

以上は雨期作のトウモロコシ栽培法について，

その概略を述べたものであるが，乾期における栽

培においても栽培方法そのものには変わりはな

い。乾期作の場合，播種は雨期明け後の11~12月，

まだ土壌に適当な水分が残っている時期に行なわ

れ，収穫は翌年 2月から 3月にかけて行なわれる。

なおカンボジア農業省の計算によれば， カンボ

ジアのトウモロコシの生産費はヘクタール当たり

で2540リエルとなっており，ヘクタール当たり

（赤，白および乾期，雨期合わせての）平均収量は 1.5

トンであるから， 1トン当たりの生産費は 1690リ

エルということになる (fl:3)。

以上が現在のカ ンボジアにおけるトウモロコ シ

栽培の概況であるが， そこでの改善すべき問題、191-、し

としては，以下の諸、点があげられよう。

まず第 1に栽培技術の改善である。 このうち，

とくに灌漑施設の充実 ・強化が早急に必要である

と思われる。現在のような完全に自然条件に依存

した栽培法では， その作柄は安定せず，年ごとの

降雨・ 旱ばつ状況の変動によって生産高の変動も

非常に大きいものとなっている。したがって， 今

後はまずこの灌漑設備の強化によって作柄を安定

させることが必要であろう。そのことは雨期作に

ついてはもちろんであるが， さらに現状では，灌

漑設備の不備のために常に旱ばつの危険にさらさ

れ， そのために作付け面積も少なく作柄不安定で

ヘクタール当たりの収量も低い乾期作について，

特にその必要性が痛感されら。そして，そのこと

は作付け面積の拡大， 作柄の安定，収量の増大を



将来し， 結局はこの国のトウモロコシ増産という

根本問題につながることになろう。灌漑施設の充

実方法としては，（1）溜池造成，（2）河川より の祁水，

(3)泥土灌漑（雨期氾濫時の肥沃泥水を尊入し， これを

せき lkめる），の 3方法が衿えられる。

そのほか，栽培法に関する改袴としては， 股具

の機械化促進，施肥， 病虫害対策の強化など，さ

らにはこれら栽培法の技術者による指導のぶiにお

いても改善すべきところがあると思われる。 これ

らについて， 現状ではほとんどみるべき施策が講

じられていないようである。かつて戦前， この国

の トウモロコシ栽培全盛時代にはフランス人の栽

培指導がよく行なわれ， 農具の機械化もある程度

進められており， そのなごりとして現在でも播種

機などが若干の地方で利用されているが， それは

きわめて少ない。同様に， 耕起，砕士機，脱粒機

なども， その所有者はきわめて限られた協同組合

機閉とか集荷業者， 窃裕農家だけのようである。

技術指導の面ではまた戦後においてもプノ ンペン

交I)タトのトウモロコシ栽培地帯 (ChruiDang)におい

て，アメリカ人専門家による栽培指導がカンボジ

ア政府技術者との協力下に 1年あまり行なわれて

いたようであるが， 上述のアメリカ援助拒否以来

これも停止されたままであり， 現在カ ンボジア政

府による栽培指導もほとんど行なわれていないよ

うである。

そこで今後是非と も栽培指導が再び実施される

ことが望まれるわけであるが， その型としては，

すでにこの国（とくに AndぼukHepを中心とする新

開地）でフランス人技術者の協力をえて実施され

てきた綿花栽培指導がおおいに参考になるものと

思われる。そこでの栽培指導は，技術面において

フランス人， カンボジア人農業技術者の協力下に

研究と指導，普及が担当され， 一方資金面と集荷

•加工については協同組合が担当する仕組みにな

っており ， これまで非常に円滑に進捗してきてい

る。 この場合のフランス人の役割を今後 トウ モロ

コシ栽培においては日本人専門家が担当すること

も十分考えられることであろう。

第 2に品種改良の問題がある。 カンボジアの在

来種 トウモロコシが， 一般に粒色あざやかな杏色

で，粒質硬く， 斉ーで，小粒であり，その品質の

良さについてはすでに国際的に高く評価されてい

る。 日本へも鳩飼料としてこうしたカンボジア産

トウモロコ シが例年輸入されている。

ところで， この在来種もそこから育成された合

成品種 CAS63も，多収性という点ではなお多く

の改良すべき点があるようである。そこで最近，

多収確保という観点からカンボジアにも交雑種 ト

ウモロコシを辞入する気運が閻まり， そのために

在来種（および在来稲を親として脊成されたI,＂＼種）と

交雑種 (T・ lintまたは Scmi-Flint) との 比較試験が

1964年以来国内各地の試験場で行なわれてきた。

その結果，交雑種のうち Semi-Flintが最も俊秀で

あり，無肥料でも在来種に比して約28％の増収が

期待され，施肥を行なえば約70％の増収が得られ，

さらに泄漑を適切に行なえば200%の増収を得t

れるものと考えられるにいたった (il:4)。なお，こ

の交雑種 トウモロコシを導入する場合， その種子

の価格は在来種（通常 1キログラム4リエル，OROC経

由2.1リエル，なお 1リエルは公定で10円強，実勢で約

5円）に比べてかなり高価 (1キログラム15リエル）

であるが，約28％の増収を考えると，この高価な

種子を利用してもなお十分採算が合い， ヘクター

ル当たり約470リエルの収入増を期待することが

できるものと思われる（注5)。

かくして， 最近のカンボジアではこの交雑種卜

ウモロコシ導入の機運が熟してきた。近い将来，
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多収性とともに病害に対する抵抗性， 生育日数，

対旱ばつ性などを考慮した上で， カンボジアに導

入すべく最も逝合した優良品種が決定されるもの

と思われる。 この優良新品種の導入とその普及に

よって， カンボジアのトウモロコシに多大の増産

を期待することが可能となろう。

カンボジア政府としても， こうしたトウモロコ

シ増産フ゜ロジェクトの促進を重視し， 各種農産物

の増産を図るために設立しようとしている半官半

民会社 SOCTROPIC（注 6) （熱帯作物栽培公社）の

最初の事業として， この新品種導入によるトウモ

ロコシ増産を採り上げ， 目下その具体化を急いで

いるところである。

（注 3) Direction de !'Agriculture, Royaume du 

Cambodge, Bulletin de la Statistique et des Etudes 

Agricolf's, 2eme AnnもeNo. 4, janvier-fもvrier-mars

1964, p. 46. 

（注 4) 1次産品調脊団 (l966年2~3月）の現地

での調在（筆者も参加）による。 なお， 1次産品問題

処理対策会議「カンボジア 1次産品問題調在報併湛」

（未定稿），第 2索参照。

（注 5) まずヘククール％たり必要柿子の最は30キ

ログラムであるから，在来種の稲子価格は， 4リエル X

30キログラム＝120リエルとなり，一方 Hybidmaize 

稲子の価格は，15リエルX30キログラム＝450リエルと

なるので，結局330リエ ルが柿子代増加分 となる。つぎ

に収最増加によるヘクタール当たり収入増を計算する

と，]900リエル(1トン当たり農家庭先価格） Xl.5トソ

28 
（平均収量） x- ＝798リエルとなる。結局，新品種消

100 

入によるヘクタール当たり収入増は， 798-330 = 468 
リエルとなろう。

（注 6) SOCTROPICとは， SociもteMixte des 

Cultures Tropicalesの略。 1964年 10月にカ ソボジア

政府によってその設立が公表された。予定される資本

金は3000万リ エルで， カンボジア政府が40%，残りの

60％は国内および外国の民間資本の参加を予定してい

る。現在， カンボジア政府はトウモロコ、ン生産による

日本の資木参加を期待し， 一方近年カンボジアのトウ

モロコ、ンのキ要輸入国となっている日本側としても，
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その開発輸入によって貿易アンバランス足正に貢献 し

かつ日力経済協力としても有意義であるので，これに

参加す る意向を示しており， 目下，その具体化につき

n力両国の関係者の問で協議が推進中であ る。本来，

この SOCTROPICはトウモロコ、ンを初めとして， ジ

ュート，綿花，サトウ キピ，茶など，各種熱帯作物の

大規模生産を図るために設立されるものである。

III トウモロコシの流通の現状と問題点

1. 貿易国営化との関連

従来， 東南アジア諸国における商業，流通面に

おいて， 華僑がその実権を握ってきたことはよく

知られているところであるが， カンボジアにおい

てもこうした事情は他の近隣諸国とまったく同様

であるといえよう。

華僑のカンボジアにおける歴史は古く， アンコ

ール時代の 13世紀末にはすでに相当数の華僑がこ

の国に在住していたことが知られており， 19世紀

後半 (1863年）以来90年にわたってこの国がフラ

ンスの植民地統治下におかれていた時代には， 華

僑は完全にこの国の経済の中枢部にまでくい込ん

でいた。現住民たるカンボジア人に商オや企業心

が乏しい一方， フランス人たちは現住民の慣習に

うとく言語にも通じないため， 現住民との直接取

引きを行なうことは少なく， いきおい現住民とも

親しく商オにたけた華僑がこれら両者間に介在し

て重要な経済的役割を果たすことになったのであ

る。 カンボジア農民によ って生産された米， トウ

モロコシなどの農産物は， 村の雑貨商から地方都

市集荷商へ， さらに仲介人の手を経て問屋へとい

った，華僑の網の目のように張りめぐらされた組

織を通じて集荷され， さらに同じ華僑の大資本家

たる輸出入商によって海外に輸出されることも多

かった。ただ， 第 2次大戦前のトウモロコシ輸出

については， 前述したように特にフラ ンス向けが



多く， したがって主としてフランス系大商社によ

って輸出されていたようである。華僑はまた外国

から輸入された商品の国内販売を担当し， この場

合は集荷と同じ組織網を逆にたど って国内各地に

売りさばいたのであ った。

このような事情は， 1953年10月にカンボジアが

完全な政治的独立を回復して以後も， ごく最近ま

でそれほど大きな変化はなかったといえよう。む

しろ， かつての宗主国たるフランス勢力の後退に

よって， かれら華僑の勢力はこの時期にいっそう

増大助長されたものとみなすことができる。 ただ

独立以前と独立以後で集荷流通面での最も大きな

変化の一つは， 独立以前はトウモロコシを含めて

カンボジア産農産物がフ゜ノ ンペンからではなく，

ほとんどすべてサイゴンに集荷され， そこから輸

出されていたのが， 独立後はフ゜ノ ンペンから，直

接外国向けに輸出されるようになったことであろ

う。 しかし， その集荷や輸出入に華僑系商人が重

要な役割を果たしていた点は依然として変わりが

なかった。カンボジアにはこうした華僑が約50万

人おり（カ ンボジア全人口600万の8%），そのうち約

20万人はすでにカンボジア国籍を取得している。

ところが， 1963年11月に至って，カ ンボジア政

府がアメリカの軍人・経済援助の拒否と前後して

「経済改革」を断行し， 貿易，銀行，保険業務の

国営化措置を実施したことは， この国の華僑の経

済活動にも大きな影響を及ぼすにいた った。すな

わちこの経済改革によ って国有化の対象となった

貿易業務 ・銀行にしても従来華僑勢力の強い分野

であり， アメリカ援助を受け入れていた当時， そ

れによ って最大の利潤を得ていたのもこれら華僑

商人であった。 しかも華商たちはその利益の大部

分を国外に逃避させる場合が多く， 華僑資本はほ

とんどカ ンボジアの国家建設には役だたなかった

わけである。アメリカ援助拒否によ って，かれら

華僑が廿い汁を吸う機会は無くなったわけである

が， さらに経済改革の実施によって華僑資本を貿

易面より閉め出し， その蓄積された資本を農業 ・エ

業など国内経済建設に投資させることによ って，

カンボジアの「自立更生」経済を実現するための

重要な役割の一環を， かれらにになわせようとい

うのが， カンボジア政府の意図であ ったとみられ

る。 貿易国営化に伴って設立された国営輸出入公

社 (SONEXIM=SociもteNationale d'Exportation et 

d'Importation)は1964年初からその活動を開始し，

最初は事務の不なれ， 専門家の不足などによって

円滑にいかなかったが， 華僑の協力を呼びかけた

政府に対して， 自らの資本を保護するためにもこ

れに協力することが得策と考えた華僑も多く， こ

うしたカ ンボジア国籍取得華僑の登用によ って，

SONEXTMの経験不足とい った欠点も補われ， そ

の後しだいに経営も軌道にの ってきている。

カンボジア政府は， このようにまずSONEXIM

を設立して輸出入面でのイ ニシアチブを華僑の手

から政府の手に取りもどしたわけであるが， 目下

第 2に打つべき手段として， 国内流通面でのイ ニ

シアチブを同様に政府の手に掌握すべく， 関係政

府機関たる OROCの強化に力を注いでいるのが

現状である。

このようなカ ンボジア政府の漸進的な経済改革

政策は， カンボジア経済の実状に即したまことに

適切な措置であると思われるが， はたして現状で

のその成果はどうであろうか。 また前述したよう

な華僑の集荷網は， 貿易国営化以後どのようにな

っているだろうか。 これらの点について検討する

ためにつぎに OROCの活動を中心として， カン

ボジアの トウ モロコ シの集荷の現状を探ってみよ

。
ち
ノ
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2. トウモロコシの集荷・流通の現状

現在のカンボジアにおけるトウモロコシの集荷

・流通形態には，第 2図に示されるように， 大き

く分けて政府機関たる OROCによるものと従来

からの華僑系民間商人によるものとの二つの形態

があるが， 容易に想像されるように，これまでの

ところでは後者の形態が圧倒的に多い。筆者の現

地での調査によれば， OROCによ って集荷されて

いるトウモロコシは全輸出量のわずか 10％足らず

であり，残りの約90％はすべて華僑系の民間商人

によって集荷されているのである。華僑によって

長年月にわたって強固に確立された集荷体制の前

には， 政府機関でしかも成立後日も浅く資本も人

材も十分でない OROCのあまりにも弱い集荷能

カでは，歯が立たなかったわけである。

華僑はトウモロコ シの集荷に当たっていわゆる

「内田買い」を多く行な っており， すでに播種期

第2図 カンボジアにおけるトウモロコシの

集荷流通機構

I 

震家 （牛産者）

プノンペン大集荷麻

／ 
夕ー 同
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に農民に対して 60％くらいの前渡金を与えるのが

普通のようであり， 収穫期において包装用麻袋を

用意して各農家を回り， 現物を集め代金を支払う

が， その際前渡金との決済を行なう。こうした華

僑の集荷網のいわば末端細胞としての役目を果た

しているのは， 僻村のすみずみにまで散在する雑

貨商である。平常からこの雑貨商は，付近の農民

に対して営農資金はもちろんのこと生活資金のめ

んどうまでみてやり， 金を貸し付けている場合が

多いので， その借金の返済のためにも農民が収穫

した農産物はどうしてもこの雑貨商に持ち込まれ

る場合が多くなるのは当然であろう。

こうして全国で数千軒を数える村の雑貨商に集

荷されたトウモロコ シは， つぎに地方都市の集荷

業者の手を経て， 最終的にはフノ゚ ンペン在住の旧

輸出商たる大集荷業者の手に集められる。 プ ノン

ペンやその近郊に散在するこれら大集荷業者の 10

数力所の倉卯で，飾掛け，看貰， 袋詰めが行なわ

れる。そ して，それが SONEXIMによって買い

上げられるわけであるが， 現在 SONEXIMの買

上げ価格はプノンペンの倉庫出し価格で 1袋 (100

キログラム ・ネット） 235リエルとなっている。

従来， カンボジアの輸出農産物価格は国際価格

に比べて割高だといわれ， それが輸出伸悩みの一

原因となっていたのであるが， SONEXIMはこう

した自国の割高産品について現在自己コンペ制度

（注 7)の実施によって，その輸出増大を図っており，

その効果を上げている。すべての輸出入がSONE・

XIMによってなされるべきことは前述したとおり

であるが， 最近までは旧輸出商たる大集荷業者が

SONEXIMの買値とにらみ合わせてトウモロコシ

の買持ち， 売越しなどの思惑を行なうほか，香港

やシンガポールなど外国在住の華僑との緊密な従

来のつながりを利用して事実上の輸出商談を行な



ぃ， しかる後に SONEXIMで帳合いをし， SON

EXIM名義で輸出を行なうといった場合も少なく

なかった。 しかし， ごく最近では SONEXIMが

輸出入に入札制度を採用しはじめたので， こうし

た弊害も漸次消滅しつつある。

なおトウモロコシの輸出時期であるが， この国

の LargeCropたる雨期作のものが， プ ノンペン

(Phnom-Penh)港あるいはシアヌークビ）レ(Sihanouk-

ville)港から積み出されるのは，作業の順序からい

って最も好つごうと思われる 9~10月がこの地域

の雨期の降雨最盛期であるので，結局， 雨期明け

の11月から 12月にかけて行なわれることになって

いる。 もちろん翌年に持ち越される部分もあるよ

うである。

倉庫および積出し時に行なわれる検壺は， so-

NEXIMの従属機関である COSUR(Cooperative 

de Surveillance pour Jes pro<luils d'exportation du 

Combodge)によって担当されている（注8)。

一方， OROCによって集荷される場合は，どの

ようになされているのであろうか。現在協同組合

を結成している農民の場合でも， その組合が販売

すべきトウモロコシを OROCに引き取ってもら

うかまたは華僑系民間商人に売るかは， そのどち

らでもよく， その時々の価格と決済条件の良否に

よって組合員たちがどちらかを決めればよいこと

になっている。昨年 (1965年）の場合， OROCの

指示する最低販売価格は100キログラム・ネットの

1袋が 190リエルであった。 ちなみにカンボジア

のトウモロコシ100キロ当たりの生産費が 169リエ

ルとなっていることについては， すでに前述した

とおりである。 OROC倉庫に引き取ってもらう場

合は， OROCが包装用麻袋やトラックを用意して

現物を引き取ることもあれば，農民自身（組合）の

責任で OROC釦単まで連搬することもある。前

者の場合には OROCが農家より OROC倉庫ま

での運送費実費分を徴集する。したがって， 農家

の受取り分は 190リエルよりその分だけ差し引い

た金額ということになる。現在 OROCの地方に

おけるトウモロコシ用倉庫として， やや規模の大

きいものとしてはカンダル少卜IChrui Dangにアメ

リカ援助によって，建てられた倉庫（収容能力 2万

4000袋くらい）は 9)と， コンボンチャムのOROC少卜1

事務所に付属している倉庫の二つである。

OROC倉庫にトウモロコ シを納入すれば， その

際概算金として 60,...,70％程度が支払われる。次い

で現物は OROCの地力倉庫からフ゜ノンペンに運

ばれる。 ChruiDangの倉庫からの場合はトラッ

クにより， コンボンチャムの倉庫からの場合は孵

によってフ゜ノンペンの倉庫ないし直接本船にまで

運ばれるのである。 フ゜ノンペンの倉庫にはいった

場合， 1袋200リエルになった トウモロコ シは，諸

々の処理を終わって SONEXIMに買い上げられ，

倉庫出し価格 235リエルで 引き取られる。 OROC

はここで協同組合との支払い精算を行なう。以上

が現在のカンボジアにおけるトウモロコシの集荷

・流通機構の概要である。

3. OROC活動の強化策

ところで， 前述したようにカンボジア政府はト

ウモロコシ増産のための新会社 SOCTROPICの

活動を開始しようとしているが， その努力によ っ

て増産されるトウモロコシは， SOCTROPICと同

じ政府系機閲であり， かつ日下国内流通機構の主

役としての役割を呆たすよう育成努力中の OROC

の手によって集荷するようにしなければならない

のは当然であろう。 また単にこのような集荷活動

のみならず，OROCはその信用活動を含めた農民

への生産援助活動を通じて， 生産増強の面でも

SOCTROPlCに協力する ことができよう。

45 



そこで， 現状においては生産援助活動もまに不

十分であり， また前述したように集荷能力も非常

に弱い OROCをどのようにして， いかなる点で

強化すべきかについて次に考えてみることにした

Vヽ

゜
(1) まず第 1に，現在までに約 30％にまで進ん

だ農家の協同組合への組織化をもっと推進するこ

とが必要であろう。

OROCはその1956年の創立以来，農民の協同組

合への組織化に努力を払ってきたが，特に 1963年

の経済改革以来その活動は従前に比して著しく活

発になり，かなりの成果を収めてはいる。たとえ

ば， 経済改革の前年1962年末現在で OROC加盟

の協同組合数 253，組合員数 9万 6048, 資本金総

額が 1100万1345リエルであ ったものが，逐年増加

して， 1965年末現在では協同組合数460, 組合員

数31万9261，資本金総額3783万3595リエルに達し

ている（第12表）。このことはカンボジア全農家の

約 30％が協同組合に加入したことを示している。

この比率ば州単位でみるかぎり， トウモロコ シ主

産地のメコン沿い 4小卜1でもほぼ同様であるが， 現

地での聞取りによれば， トウモロコシ栽培の中心

地帯の村落では， この比率がもっと高い所も多く

存在している。

OROCはカンボジア農民の生活水準向上のため

の協同組合活動推進のために創設された半官半民

の機関で， 2億リエルの資本金 (l株5000リエルの

4万株）のうち政府が50％出資し，残りの 50％は

OROC加盟の協同組合が出資することになってい

る。しかし，現状では協同組合は出資しておらず，

OROCが銀行からの借入金をこれに振り向けてい

る。協同組合に出資させていないのは， 協同組合

をできるだけ自主的に運営させようとする OROC

側の意向によるものとされている。

OROCの組織としては， まずフ゜ノンペンの本部

に最高機関たる「行政評議会」を初め， 行政・経

理 ・協同組合活動，信用，供給および分配， 企業

の各局があって活動の中心をなしている。 一方，

地力各州（現在13少1 • I ) の 少什都には OROC の 少廿事務

所があ って， 各州の協同組合を監督し，同時に少卜1

信用協同組合としての役割を果たしてきた（注10)。

ところが最近この国の協同組合活動にも重要な

変化がみられるにいたった。たとえば， これまで

少l・I信用協同組合と農村各協同組合との二つのIレー

トによ って行なわれてきた OROCの信用活動が，

咋年 (1965年）秋から前者つま り少卜1信用協同組合の

新規貸付活動は停止されており（このことは後掲第

13表によってもうかがわれる），現在では後者つまり

農村各協同組合のIレート 1本にしぼられるにいた

っている。なおその貸付については， 最も多い短

期貸付（だいたい 1年，最高18カ月まで）の場合，

OROCから協同組合への貸付利率は年間 6%，協

第 12表

少卜1 名

カ ンダ ル
プレイベン
コンボンチャム
クラチェ

全 •一 国 l

トウモロ コシ主産地4、)+1を中心にみたカンボジアの協同組合結成状況 (1965年末）
． 

組 合数
資本金

ム 13 |＇）+l信用 1多機能 1消 費 1生 産学 習組合員数 （リエル）
口 1J ＿協同組合ー協同組合 協Iul組合 協同糾合 1協同糾合

67 I l I 32 I 25 I 6 I 3 I 54,140 I 5,548,148 
22 I l I 16 
57 46 ニ l I 4 I 28,466 I 2,077,502 

2 I 8 I 4 7, 179 I 3,020,746 
14 I l I 9 I 1 3 I 6,837 I 936,570 

I 319,261 1 460 I 13 I 342 1 56 I 14 I 35 I 319,261 137,833,595 
（出所） OROC本部資料。
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同組合より組合員への貸付利率は年間 12％となっ

ている。中期 (2年ないし 5年）貸付の場合は少li事

務所の仲介によって， OROCから直接協同組合員

ヘ貸し付けられ，その年間利率は 9％である。

さらに最近の協同組合活動における大きな特徴

としては， 従来の生産協同組合や消費協同組合と

いった各種協同組合が行なってきた諸活動を総合

した多機能協同組合が中心となり， 基本方向とし

てはこれに一本化しようとする傾向にある点があ

げられよう。 OROCにより，今後こうした農民の

協同組合への組織化がますます推進されることが

望まれるわけである。

(2) つぎには， そうして組織された農業協同組

合に対する OROCの生産援助活動を強化するこ

とが必要であろう。

従来農民たちは常に華僑に営農資金や生活資金

を依存し， したがってかれらが生産した農産物も

必ず華僑によ って集荷されることになり， しかも

常に安値に買いたたかれ， いつまで経っても農民

は貧困にあえぐ結果になっていたのでーあるが，

OROCの消費組合活動の強化とともに根本的には

生産援助を強化することによって， こうした弊害

は取り除かれ，農産物も OROCの手によ って集

荷されるようになることが期待されよう。

OROCによる協同組合への生産援助の方法とし

ては， 従来わずかながら行なわれてきた優良品種

の種子分配やトラクターなど農業機械の導入を強

化することがあげられるが， 最も重要なこととし

て信用供与をも加味したボンプを初め灌漑設備の

整備強化に対する援助がある。 この灌漑設備の整

備によ って， 現在のトウモロコ シのヘクタール当

たり平均収量 (1.5トン）をさ らに増大することが

可能となり， また現在水が確保されないために作

付けされていない広大な土地にも， 新規にトウモ

ロコ シ栽培を導入することが可能となる。 こうし

て農民の農業収入を増大させ生活を安定化させる

ことによって， 従来の華僑への経済的依存から脱

却させることができる。 こうすれば OROCの手

によるトウモロコシ集荷もよほど容易になろう。

問題は OROCの信用活動資金であるが， 1965

年末現在で OROCの（手工業および小工業貸付を除

く）農業金融実施総額は 1億5813万7000リエル

（小1i農業信用金庫分 1億5736万3000リエル，股業協同組

合分77万4000リエル）で（第13表），これを協同組合

員1人当たりの額でみると，わずか495リエル（約

5000円）にすぎない。今後この資金の大幅の増加が

ぜひとも必要となろう。

(3) さらに現在の OROCや協同組合には， ト

ウモ U コシ集荷に当たって必要とする倉庫設備や

輸送能力が弱いので，これを強化する必要がある。

従来， 農民たちは倉庫設備をもたないためにト

ウモロコシを初め農産物を売り急ぎ， そのために

華僑商人に買いたたかれるというケースも多かっ

たのであるが， 最近では協同組合への組織化も進

み， またそれら各協同組合には倉庫設備を持つよ

うにとの OROCの指導と援助もあって，倉廊設

備を持つ組合もだんだん多くな ってきた。 しかし

まだまだ十分といえる状態ではなく，またOROC

自体の倉庫設備も前述のように不十分である。 両

者合わせて1965年3月現在の倉庫能力は 25万立方

メートルである。 このため倉庫施設の増設や，同

時にまたその設備内容の改善は， 今後とも継続し

て行なわれる必要があろう。

また輸送能力についても，現在 OROC自体と

OROC加盟の協同組合の保有分合わせてト ラッ ク

は31台にすぎず，これは現在この国で稼動中のト

ラック総数が少なく見積もっても 7000台を下らな

いと推測されることからすれば， わずかにその
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第 13表 Ol{OCに よる農業金 融．l[動 (iii位： 1000リエル）

1962年 1963年 1964年 ―1965年ー 1965年 1965年 1965年 1965年五65戸 1965年ーロ2月末 112月末[12月衷 [6月未 1 7月末 1 8月□9月末 ［lJ)月末 111月末 12月未

A. 、)+I農業信用金庫
預 金 9,5311 5,6951 8,5301 8,3841 9,1471 8,0621 8,2411 6,9361 5,3581 6,174 
流動資産 1,9411 5,9201 30,3491 10,3011 12,5031 15,0821 16,1321 16,5151 14,1901 4,820 
組合員貸付｛ 員数 59,600 57,941 57,377 56,328 56,318 56,339 56,219 55,996 55,776 55,694 

金額 154,60ll 154,718l 156,844l 158,068I 158,657l 159,424l 158,834l 158,140I 157,5491157,363 
B.農業協同組合
流動資産 2 
事業貸 付 951 774 774 774 774 774 774 774 7741 774 

（出所） Banque Nationale du Cambodge, Bulletin Mensuel, Novembre, Decembre 1965, Fもvrier,Mars 1966 

より作成。

0.5％を占めるにすぎない。

こう した輸送能力の不足を補 うため， OROCは

これまで農産物の陸上輸送に当たって 氏間の連輸

業者に委託する1邪分も多かった。 またコンボンチ

ャムを初め， メコン沿いの主産地からフ ノ゚ンペン

への孵による河川輸送についても， 事情はこれと

同様であったといえる。

こうした実情から考えても，OROCに対する陸

上・河川両面の輸送能力の強化策が早急に実現さ

れるよう望まれるわけである。

なおこれは直接 OROC活動ではないが， 非府；

に密接な関連をもつものとして， フ゜ノンペン港や

シアヌークビル港の設備改善が取り上げられる必

要があろう。現在の両港の荷役・設備能力ははな

はだ不十分であり， したがって これらの面での改

善が， かねがね国際価格に比して割高だといわれ

るトウモロコシを初めカンボジア輸出農産物の国

際競争力強化という｝はからも， 緊急を要する実施

課題ということになると思われる。

(4) 最後に OROCの重要な欠点としてあげら

れる廂業面での経験や能力の不足という点を改善

する必要があろう。もっとも，この面でもOROC

が最近種々の改善策を講じていることは事実のよ

うである。たとえば， OROCにはその内部機関と

して米の集菊・）Ju::.cと取り扱う SATRAR(Service 
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d'achats, de transformation et de rcconclitionncmcnt 

du riz.米穀購買加工坑燥機関， 1964年4月設立）や，

輸入肥料や殺虫剤などの分配を独占的に取り扱う

SADI (Service d'Approvisiunnemcnt ct de Distribu-

tion.調達分配機関， 1965年8月設立） があるが，これ

らの機関には経験豊富な華僑系の民間商人も登用

されているように見受け られる。そ してOROCが

将来このような民間人と の協力体制をますます推

進していくことができるとすれば， トウ モロコシ

や米を初め農産物の集荷活動を行なうに当たって

もより能率的な運営を行なうことができるように

なるものと期待される。 またこのように政府機関

によるイニシアチブ確保の下における政府 ・民間

（華僑系）両者の協力体制を確立することこそが，

カンボジア政府が先に実施した経済改革の真の意

図に沿うことになるものと考えられる。

以上， 中心に述べてきた OROCの強化策は，

SOCTROPIC設立や港湾施設改善など関連政策の

実施と合わせて， 初めてよりよい成果をもたらす

ことが期待される。

4. 民間流通機構への対策

最後に，民間（主として華僑系商人による）流通機

構への対策について考えておかねばな らない。と

いうのは， この民間流通機構が現状では，上述の

ごとく トウモロコシ集荷の90％まで仁， 担当してお



り，また目下カンボジア政府による OROC強化

策が推進されているとはいうものの，今後もなお，

少なくとも当分の間は， カンボジア農産物流通の

主役たる地位を保持するものと考えられるからで

ある。

そこで， これに対する対策として当面考えられ

ることは， トウモロコシの生産者最低価格の決定

とその完全実施であろう。しかし， これについて

は若干の危惧ももたれないわけではない。 という

のは，すでに 1963年末， もみ集荷について同様の

施策がカンボジア政府によって試みられたことが

あるが， 大きな成功を収めることができず，結局

は最低価格制の廃止という結果に終わっている前

例があるからである。当時，銀行国営化への過渡

期ということもあって，集荷業者によるもみ集荷

資金が欠乏し， 一方生産者たる農民はもみを売り

たがるので， いきおいもみ価格は下落の傾向をた

どった。そこで政府は生産者保護の立場から，も

み生産者最低価格を定め，その完全実施をめざし，

一方 SONEXIMの努力で政府に協力する約30の

華僑系集荷業者に対しては政府から特別に集荷資

金を貸し付けるなどして，もみの集荷に努力した。

しかし， この政府からの集荷融資を受けえた集荷

業者は国内もみ集荷機構全体からいえばその一部

にすぎず，またその金額も少額であった (4億リエ

ル）ため，もみ集荷は依然停滞傾向にあった。こ

の間にあって， 現金需要が強いにもかかわらず，

生産者最低価格という制約のため売ることのでき

ない農民からは生産者価格の廃止を要望する声が

強くなり， ついに政府もその廃止に踏み切らざる

をえなかったのである。

当時と現在では， 政府と華僑系商人との関係な

ど相当事情の異なってきている点もあるとは考え

られるものの， 今後トウモロコシ集荷における生

産者最低価格制実施において問題となるのは， や

はり政府の統制力と資力であろうと思われる。 し

たがって， カンボジア政府によるこの面での充実

がまず要請されなければならないこととなろう。

（注7) その実施方法としては，輸出を国際価格で

行なうことを原則として，その際生ずる国内業者から

の買上げ価格との差損を，奢俊輸入品の高価販売によ

る収益などによって補填することとしている。

（注 8) 輸出産品の規格および検査については，

SONEXIM, Normes de Conditionnonement参照。

（注 9) この倉庫には，乾燥機， 自動計量機なども

備えられている。また耕起・砕土機を備え，近隣農家

のために運転手付きで賃耕 している。しかし，これらの

機能は必ずしも十分に生かされていないようである。

（注10) OROCの組織と活動についてここでは十分

に触れえないが，それらについて簡単には OROCの

宜伝パソフレッ ト OROC(1966年刊）や Rapport

Annuel, 1964など参照。

（調査研究部東南アジア第 2調査室）
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